
井原市立高校のキャッチフレーズは、「未来へのかけはし ｢市高｣ ～君のチャレンジを応援～」です。 

「市高通信」は、生徒たちが笑顔いっぱいで活動している様子を紹介し、井原市立高校の魅力をお伝えします。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

コミュニティスクール キーワードは「広がり」 

学校運営協議会で様々な意見を交わした中から、今年度広がりを見せた取組を紹介します。学校運営協議

会には代表生徒数人しか参加できませんが、代表生徒にとどまらず、委員の方々とのつながりは学年全員、

学校全体の取組として多くの生徒の学びの機会へと広がっています。 

 

「アルバイト LHR」で全校に「広がり」 
昨年度の学校運営協議会で本校の強みの一つとして、アルバイトが

できることが挙げられました。定時制である本校ではアルバイトを推

奨しており、働く経験を貴重な学びの機会だと捉えています。しかし

ながら、アルバイトを始める機会を逸している生徒もいるため、社会

人になるためのさまざまな準備・練習をする場として、アルバイトを

開始する動機付けとなるように全学年合同でアルバイトLHRを行いま

した。6月16日(金)は学校運営協議会での話題が全校に広がった日と

なりました。 

 

「働くことを考える」で２年生に「広がり」 

学校運営協議会委員のお二人と 2年生全員で、働くことにつ

いて考える時間を持ちました。委員のお二人は生徒の働くこと

に関する不安な気持ちを受け止めてくださった上で、仕事の難

しさや楽しさ、やりがいはどこにあるのか、そして会社の経営

者としての思い等を語ってくださいました。7月14日(金)は

学校運営協議会委員のお二人との関りが２年生全員へ広がった

日となりました。 

 

「社会人との交流座談会」で３年生に「広がり」 

井原市の企業について知ること、社会人の経験を聞くことを目的に、座談会を計画しています。学校運営

協議会委員の方からご紹介をいただいた市内企業で働く社会人５名の方と３年生全員がグループに分かれて

お話をする時間を持ちます。実施日は２月２日(金)、学校運営協議会委員から井原市で働く社会人と３年生

全員へと関係性がさらに広がります。 
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     地域とともに歩む井原市立高校 －12･1月― 
 

１２月１日(金) クリーン運動 

有志（本校生徒・保護者・地

域の方々）によるクリーン運動

を行いました。途中、雨が降り

出したため終了時刻を早めまし

たが、ボランティアゴミ

袋に落ち葉等が何袋も集

まりました。ご協力いた

だいたみなさま、ありが

とうございました。 

１２月２１日(木) レクレーション大会 

生徒会主催のレクレーシ

ョン大会を昼間部は井原体

育館で、夜間部は校内で行

い、楽しく過ごしました。 

１２月８日（金） 人権LHR 

NPO法人岡山立志教育支援プロジェクト理事長の角田みど

り様を講師にお迎えして、講演会を開きました。自己肯定感

や他者理解についてじ

っくり考える貴重な時

間となりました。 

１月１２日（金） コノヒトカン代表の三好さん来校 

今年度本校生徒が取り組んだコノヒトカンプロジェクトの

代表である三好千尋さんのお話を伺う時間を持ちました。未

来に向けて、今私たちができることについて考えました。 

１２月９日(土) 開放講座 

黒崎花店さんに講師をお願い

して、井原市在住の小学生とそ

の保護者に参加していただき、

クリスマスリースを作

りました。それぞれに

とても素敵なリースが

完成しました。 

１月1５日(月) 絵本の読み聞かせボランティア 

継続参加している絵本の読み聞かせ

ボランティアで井原小学校に伺いまし

た。まっすぐに見つめてくれた小学生

の皆さん、素敵な

時間をありがとう

ございました。 

１２月１５日（金） 芸術鑑賞会 

倉敷までバスで行き、

芸術鑑賞会を実施しまし

た。美観地区・阿智神

社・大原美術館の３か所

を学年やグループに分か

れて行動し、歴史を感

じる風景を見たり世界

の芸術に触れたりする

ことができました。 

 

 

井原市立高校では、   

日々の学校の様子や 

出来事を、学校ホー 

ムページの「ブログ」 

でお伝えしています。 

ぜひ、ご覧ください。 


